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平成20年５月９日 

各  位 
株 式 会 社 極 楽 湯 
代 表 取 締 役 社 長     新 川 隆 丈 
（JASDAQコード：2340） 
問合せ先  
取締役執行役員管理本部長 松 本 俊 二 
（TEL．03－5275－0580） 

 
 

平成20年３月期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年５月18日付当社「平成19年３月期決算短信｣にて発表いた

しました平成20年３月期(平成19年４月１日～平成20年３月31日)の業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成20年３月期業績予想数値の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

(１) 連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,430 300 200 100 

今回修正予想（Ｂ） 9,092 272 267 90 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △337 △27 67 △9 

増 減 率（％） △3.6 △9.2 33.9 △9.2 

（ご参考） 

前年実績（平成19年３月期通期） 
8,010 272 222 73 

 

(２) 個別業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,400 300 200 100 

今回修正予想（Ｂ） 9,058 270 252 75 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △341 △29 52 △24 

増 減 率（％） △3.6 △9.7 26.2 △24.4 

（ご参考） 

前年実績（平成19年３月期通期） 
7,989 306 257 80 
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２．修正の理由 

売上高につきましては、一部店舗における競合店出店の影響や飲酒運転取締強化の影響により

連結業績、個別業績ともに当初予想を若干下回る予定です。 

また、営業利益につきましても、売上高の減少に加え人件費等のコスト増の影響により当初予

想を若干下回る予定です。一方、経常利益につきましては、デリバティブ取引である原油スワッ

プ契約の時価評価益の計上や極楽湯カードのクレジット機能導入に伴う会員の移行手数料収入

の計上など営業外収益が増加したことにより、当初予想を大きく上回る予定であることから業績

予想の修正にいたっております。 

当期純利益につきましては、一部店舗に関わる減損損失約45百万円、当社保有の非上場株式に

関わる投資有価証券評価損約 35百万円などの特別損失を計上したことにより、当初予想を下回

る予定です。 

なお、個別業績に関しましては、クレジット機能導入に伴い必要とされる事務作業を、当社の

子会社である株式会社ナチュレに業務委託したための営業外事務費用が発生しているため、経常

利益及び当期純利益において連結業績を下回る結果となっております。 

 

３．１株当たりの配当予想について 

   期末配当につきましては、安定的な配当を継続的に実施していくことを基本方針としておりま

すので、当初予定通り１株当たり４円、中間配当と合わせて年間合計６円の配当を実施する予定

であります。 

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 

 上記に記載した予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等

は様々な要因等により、上記予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


